
考
古
学
的
社
会
変
成
過
程
観
察
モ
デ
ル

酉
・》
系

井

龍

一

は

じ

め

に

本
稿
は
、
社
会
変
化
を
考
古
学
的
に
研
究
す
る
立
場

(霞
=
①α
・
冨
×
巳
き
鉾
一8

0
h
甲
①三
。。8
同8
0
冨
コ
σq
①』
一⑩ミ
)
か
ら
、
当
面
の
作
業
仮
説
と
し
て
、
社
会

構
造
変
成
過
程
に
発
生
す
る
諸
現
象

の
観
察
視
点
を
提
示
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

第

一
章

社
会
変
遷

安
定
し
た
が
再
び
急
変
を
始
め
、
や
が
て
巨
大
前
方
後
円
墳
の
造
営
を
根

幹
と
す
る
K
社
会
が
出
現
し
た
。

こ
の
社
会
も
何
百
年
間
は
安
定
し
て
い

た
が
、
古
墳
造
営
を
中
止
す
る
等
し
て
激
動
を
始
め
た
。
そ
し
て
強
力
な

人
民
管
理
機
構
た
る
都
城
造
営
を
根
幹
と
し
、
古
代
国
家
と
評
価
で
き
る

K
K
社
会
が
出
現
す
る
に
至

っ
た
。

か
か
る
変
遷
は
、
図
式
的

に
は
、
各
社
会
の

「構
造
維
持
過
程
」
と

「構
造
変

成
過
程
」

の
繰
り
返
し
と
認
識

で
き
る

(第
1
図
)。
ま
た
、
様
々
な

マ
ク

ロ
変

化
が

一
斉

に
発
生
す
る
構
造
変
成
過
程
の
時
代
は
、
既
存
社
会
か
ら
新
生
社
会

へ

の

「
過
渡
期
」
(激
動
の
社
会
)
と
も
理
解

で
き
よ
う
。
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第

一
節

前
提

例
え
ば
、
次

の
社
会
変
遷
が
観
察
で
き

た
と
す
る
。

狩
猟
採
集
を
生
業
基
盤
と
す
る
J
社
会
が
何
千
年
間
も
存
続
し
て
き
た

が
、
あ
る
時
点
か
ら
急
変
し
始
め
た
。
紆
余
曲
折
の
末
、
水
稲
農
耕
を
生

業
基
盤
と
す
る
Y
社
会
が
新
た
に
形
成
さ
れ
た
。
Y
社
会
も
何
百
年
間
は

安
定

(激
動
)

安
定

(激
動

)

安
定

(激
動
)

安
定

関
÷
圏

-国

-圏
∵国

』圏
丁團

構
造
維
持

(構
造
変
成
)

構
造
維
持

(構
造
変
成
)

構
造
維
持

(構
造
変
成
)

構
造
維
持



第
二
節

一
般

モ
デ
ル

以
上
の
認
識
に
対
し
、
時
代
区
分

に
関
す
る

一
般
モ
デ
ル
で
は
、
各
境
目
に
格

別
な
過
渡
期
を
設
定
し
な
い
の
が
原
則
で
あ
る

(第
2
図
)。

こ
れ
だ
と
理
屈
上
、

各
社
会
は
瞬
時
に
変
身
す
る
。
と
な
る
と
、

一
般
モ
デ
ル
に
立
脚
す
る
限
り
、
各

変
成
過
程
を
実
際
に
観
察
し
た
り
積
極
的

に
究
明
す
べ
き
余
地
と
必
然
性
は
生
じ

難
い
。
こ
の
観
点
で
は
、
社
会
変
化
研
究

に
お
け
る

一
般
モ
デ
ル
の
存
在
意
義
は

小
さ
い
。
従

っ
て
、
有
効
な
新

モ
デ
ル
が
必
要
と
な
る
。

1
幽

幽

唾

安
定

(
変
身
)

安
定

(変
身
)

安
定

(変
身

)

安
定

第
三
節

小
林
モ
デ
ル

考
古
学
以
外
の
領
域
で
も
、
小
林
多
加
士

(
「文
明
史
の
構
造
」
『文
明
の
歴
史

学
』

一
九
九

一
年
)
ら
の
よ
う
に
、
明
確

に
過
渡
期
を
設
定
し
社
会
変
遷
を
認
識

す
る
実
例
が
あ
る
。
こ
の
存
在
は
心
強
い
。
中
国
文
明
の
変
遷

に
関
す
る
小
林

モ

デ
ル
の

一
部
を
紹
介
し
て
お
く

(第
3
図
)。

圖

-團

-團

-團

-圏

㌣
團

-闇

」

氏
族
奴
隷
制

(周
辺
民
族
融
合
)

家
父
長
奴
隷
制

(北
続
の
侵
人
)

地
主
佃
戸
制

(西
欧
の
衝
撃
)

(諸
∫
百家
形成
)

(新
儒
教
形
成
)

(篭
沢
東
革
命
)

第
四
節

時
代
名
称

中
国
型
社
会
セ
義

日
本
列
島
中
枢
部
の
時
代
区
分
に
は
、
「
旧
石
器

(岩
宿
)
・
縄
文

・
弥
生

・
古

墳
時
代
」、
あ
る
い
は

「
古
代

・
中
世

・
近
世

・
近
代

・
現
代
」
等

の
名
称
が
既

存
す
る
。
社
会
変
遷

一
般
を
、
各
種
社
会
の
構
造
維
持
と
構
造
変
成
の
繰
り
返
し

と
み
る
新
モ
デ
ル
で
は
、
前
者
に
既
存
名
称
を
拝
借
で
き
て
も
、
後
者
に
は
新
名

称
を
要
す
る
。
そ
こ
で
、
前
後
社
会
名
の
頭
文
字
に
よ

っ
て

「
A
-
B
変
成

(A

社
会
か
ら
B
社
会
の
変
成
過
程
)
」
等
の
命
名
法
を
と
る

(第
4
図
)。

国

⊥

-国

-團

-国

-團

-国

既
存
名
称

∩
/
・

既
存
名
称

∩/
・

既
存
名
称

∩!

・

既
存
名
称

一54一



第
五
節

酒
井

モ
デ
ル

一
般
的
な
時
代
区
分
を
踏
ま
な
が
ら
、
新
た
に
過
渡
期
概
念
を
導
入
す
る
と
、

上
記
の
社
会
変
遷
全
体
は
次

の
よ
う
に
な
る

(「岩
宿
時
代
」

の
用
語
は
佐
原
真

ら
に
よ
る
)
。(過

渡
期
)

(過
渡
期
)

(過
渡
期
)

(過
渡
期
)

薗
⊥
劇
山
⊥
⊥
薗
薗

構
造
維
持

(構
造
変
成
)

構
造
維
持

(構
造
変
成
)

構
造
維
持

(構
造
変
成
)

構
造
維
持

(構
造
変
成
)

(過
渡
期
)

(過
渡
期
)

(過
渡
期
)

(過
渡
期
)

⊥
山
⊥
⊥
薗
■
肉
肉

構
造
維
持

(構
造
変
成
)

構
造
維
持

(構
造
変
成
)

構
造
維
持

(構
造
変
成
)

構
造
維
持

(構
造
変
成
)

(過
渡
期
)

薗
⊥

構
造
維
持

(構
造
変
成
)

第
二
章

研
究
階
層

第

一
節

構
造
研
究

・
変
化
研
究

社
会
研
究
の
両
輪

で
あ
る
構
造
研
究
と
変
化
研
究

で
は
、
基
本
的
に
別
個
の
戦

略

(認
識

・
視
点

・
観
察
対
象

・
分
析
法

・
評
価

・
モ
デ
ル
等
)
が
必
要
で
あ
る
。

前
者
は
主
に
関
係
パ
タ
ー
ン

(例
え
ば
、

セ
ト
ル
メ
ン
ト
パ
タ
ー
ン
等
)
、
後
者

は
主
に
変
化
プ
ロ
セ
ス

(例
え
ば
モ
ノ
・
コ
ト
の
発
生

-
消
滅
プ
ロ
セ
ス
等
)
の

究
明
を
重
視
す
る
。
ま
た
主
た
る
観
察
対
象
は
、
前
者
が
構
造
維
持
過
程
、
後
者

が
構
造
変
成
過
程

(過
渡
期

・
激
動

の
時
代
)
と
な
る

(第
5
図
)
。

パ
タ
ー

ン

プ

ロ
セ

ス

パ
タ
ー

ン

プ

ロ
セ
ス

パ
タ
ー

ン

プ

ロ
セ

ス

パ
タ
ー

ン

園
丁園
丁團
剛
園

-國
}
團

-國

構
造
研
究

(変
成
研
究
)

構
造
研
究

(変
成
研
究
)

構
造
研
究

(変
成
研
究
)

構
造
研
究

次

図

に

マ
ク

ネ

ッ
シ

ュ
に
よ

る

セ

ト

ル

メ

ン

ト

パ
タ

ー

ン
と
社

会

変

遷

に
関

す

る

モ
デ

ル
を

提

示

し

て
お

く
。
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動

酬
幅

雨 》w顎電

愚

 

轡
唄
蛍

IU嚇隔i当

し

嚢鷺i鷲i

AsystemicmodelofculturalchangeinprehistoricTehuacan.

〆
課

第
二
節

3
階
層

研

究

一
般

は
構

築

さ

れ

る

べ
き

理
論

階

層

に
従

っ
て
、

低

位

・
中

位

・
高

位

の

三

階

層

に
区

別

さ

れ

る

(早

一σq
σq
霞

『
〉

=
一。。
8

q

O
h
>
同
魯

器

○
}o
σq
ざ
巴

弓
げ
8

σq
算

』

お
⑩
一
・
安

斎

正

人

『
理

論

考

古

学

』

一
九

九

四

年

)
。

低

位

は

ミ

ニ
理

論

、

中

位

は
中

範

囲

理
論

(
マ
ー

ト

ン

・
森
好

夫

訳

『
現

代

社

会

学

体

系

13

社

会

理

論

と

機

能

分

析

」

一
九

七

二
年

じo
一艮

o
a

『
国
霞

弓
冨

○
蔓

じo
巳
一α
ぎ
σq

冒

〉
同
筈

器

○
一〇
σq
違

一
箋

S

阿

子

島

香

「
ミ

ド

ル

レ

ン
ジ

セ

オ

リ

ー
」

『
考

古

学

論

叢

1
」

一
九

八

三
年

)
、

そ
し

て
高

位

は

一
般

理
論

を

構

築

す

べ
き

階

層

で

あ

る

(
第

6

図

)
。

本

稿

は
、

低

位

研

究

の
前

提

と

な

る

「
観

察

作

業

マ

ニ

ュ

ア

ル
」

と

し

て

機

能

す

る
。

ル

業

ア

作

ユ

察

二

観

マ
↑

構造研究

⊥変成研究
一般理論

一 論⊥灘

構造研究

⊥変成研究
ミニ理論

 

回

"
囲

"
回

一56一



第
三
節

低
位
研
究

そ

も

そ
も

低

位

研

究

は
、

各

研

究

者

が
社

会

変

遷

を

身

を

も

て
体

感

で
き

る
程

度

の
限

定

地

域

(
例

え
ば

、

≦

已

$

『
℃
器

三
。。
8

『
8

ω
①
け
げ
一Φ
3
Φ
暮

℃
p
暮
Φ
ヨ

。。
言

芸

①
≦

歪

く
邑

①
違

お
⊂n
。。
●
ζ

ゆ
。
Z
Φ
蓉

①
け
巴

●巴

。。

『
誤

Φ
7

①
募

8

蔓

。
h
島

Φ

弓
魯

養

。
碧

く
p
ぎ

冤

0
』

一
Φ
謡

●)

の
空

間

範

囲

で
実

施

す

る

の
が

基

本

で

あ

る
。

そ

の
作

業

は
、

考

古

学

的

実

情

の
観

察

・
観

察

結

果

の

モ

デ

ル
化

・
諸

モ

デ

ル

の

ミ

ニ
理

論

化

等

と

な

る

(第

7

図

)
。

本

稿

は
、

過
渡

期

一
般

に
発

生

す

る

諸

現

[地域一般]高 位

[複数地域]中 位

[限定地域]低 位

一般理論

t

中範囲理論

t

ミニ理論

含一
構造モデル 変成モデル 構造モデル 変成モデル 構造モデル

ttttt

國 一團 一圏 一團 一國 一
含
鰹

曾
鰹

↑
縣

曾
鰹

含
鰹

第
三
章

一
般

シ
ス
テ
ム
理
論
等

第

一
節

サ

イ

バ

ネ

テ

ィ
ク

ス

維

持

過

程

と
変

成

過

程

の
概

念

は

、

一
般

シ

ス

テ

ム
理

論

の

(
ζ

霞

ξ

o
ヨ
p

「
誤

Φ

ω
①
8

巳

○
旨

①
3

9

。
ω

"
∪
①
〈
聾

δ
㌣
〉
ヨ
嘗

嘗

昌
σq

ζ

仁
ε

巴

○
窪

。。
巴

勺
同
0
8
。。
ω
Φ
ω
」

『
〉
∋
霞
8
p
コ
OQ
9
Φ
5
江
。。
け
⑰
一
』

一
⑩
①
ω
)

に
よ
る

「
第

ー

サ
イ

バ
ネ

テ

ィ

ク

ス
」

と

「
第

2

サ

イ

バ
ネ

テ

ィ

ク

ス
」

や

、

バ

ッ
ク

レ

ー

(
『

一
般

社

会

シ

ス

テ

ム
論

』

新
睦

人

・
中

野

秀

一
郎

訳

一
九

八

〇

年

)

に
よ

る

「
構

造

静

態

」

と

「
構

造

生

成

」

に
対

応

す

る

(第

8

図
)
。

ま

た

、

変

化

一
般

に

は

、

「
シ

ス

テ

ム

内

側

で
生

じ

、

シ

ス

テ

ム
自

体

は
不

変

の
変

化

」

と

「
シ

ス

テ

ム
自

体

の
変

化

」

の
ニ

タ

イ

プ

が

あ

る

(
ワ

ッ
ラ

ウ

イ

ッ
ク

他

『
変

化

の

原

理

』

長

谷

川

啓

三

訳

一
九

九

二

年

)
。

前

者

は

ミ

ク

ロ
変

化

、

後

者

は

マ
ク

ロ
変

化

で
あ

る
。

第
ー
サ
イ
バ

(第
2
サ
イ
バ
)

第
ー
サ
イ
バ

(第
2
サ
イ
バ
)

第
ー
サ
イ
バ

(第
2
サ
イ
バ
)

第
ー
サ
イ
バ

園
÷
国

-園

丁園

肖
圓
丁園

-図

構
造
静
態

ミ
ク
ロ変
化

構
造
安
定

(構
造
生
成
)

構
造
静
態

(
マ
ク
ロ
変
化
)

ミ
ク
ロ
変
化

(構
造
不
安
定
)

構
造
安
定

(構
造
生
成
)

構
造
静
態

(マ
ク
ロ
変
化
)

ミ
ク
ロ
変
化

(構
造
不
安
定
)

構
造
安
定

(構
造
生
成
)

構
造
静
態

(マ
ク
ロ
変
化
)

ミ
ク
ロ
変
化

(構
造
不
安
定
)

構
造
安
定
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第

二

節

カ

タ

ス

ト

ロ

フ

社

会

変

化

一
般

を

、

漸

次

的

変

化

で
な

く
、

全

く

の
構

造

変

成

と
認
識

す

れ
ば
、

以

下

の
よ

う

な

「
ベ

ク

ト

ル
場

」

と

「
カ

タ

ス
ト

ロ
フ
」

(
ル
ネ

・
ト

ム

・
宇
敷

・

佐

和

『
形

態

と

構

造

』

一
九

七

七

年

)

的

概

念

も
援

用

で
き

る

(
第

8

図

)
。

た

だ

し

、

あ

く

ま

で
比

喩

的

な

程

度

に

と

ど

ま

る
。

安
定
し
た
社
会
状
態
が
、

一
定
期

間
、
持
続
す
る
と

い
う
こ
と
は
、

「歴
史
」
が
ベ
ク
ト
ル
場
の
空
間
内

の
、
構
造
安
定
な
も
の
か
ら
成
る
領

域
を
通
過
し

つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味

す
る
。

一
つ
の
安
定
し
た
社
会
状
態

か
ら
、
別
の
安
定
し
た
社
会
状
態

へ
激
動
す
る
時
点

に
お
い
て
、
構
造
安

定
な
ベ
ク
ト
ル
場
の
位
相
型
が
、
と

つ
じ
ょ
変
容
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の

と
き
、
「
歴
史
」
は
、
必
然
的
に
、
構
造
安
定
な

ベ
ク
ト
ル
場
か
ら
成

る

集
団
ど
う
し
を
区
別
す
る

「境
界
」

を
通
過
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
境
界
線
上
に
あ
る
ベ
ク
ト
ル
場
は
、
構
造
不
安
定
な
ベ
ク
ト
ル
場
で
あ

る
。
か
く
し
て
、
現
象
に
お
け
る

「
カ
タ
ス
ト

ロ
フ
」
を
解
析
す
る
鍵
は
、

ベ
ク
ト
ル
場
の
空
間
内
に
あ
る
、
構
造
不
安
定
な
ベ
ク
ト
ル
場
の
形
態
い

か
ん
に
か
か

っ
て
く
る
の
で
あ
る

(同
上

:
59
1
60
頁
)。

第
三
節

ベ
ク
ト
ル
場

「
ベ
ク
ト
ル
場
」
概
念
を
用
い
て
社
会
状
態
を
類
比
す
る
場
合
、
ベ
ク
ト
ル
場

が

集

合

す

る
点

は

「
ア
ト

ラ
ク

タ
」
、

離

脱

す

る

点

は

「
リ

ベ

ロ
」

と

呼

ば

れ

る

(
同

上

)
。

こ

の
観

点

か

ら
、

以
下

に
3
社

会

を

例

示

す

る

(
第

9
図

)
。

Y
社
会
は
、
地
域

の
諸
集
落
が
集
合
し
、
そ
の
間
を
人
間

・
生
産
物

・

情
報
が
均

一
に
往
来
す
る
等
質
的
な
構
成
体
で
あ

っ
た
。
こ
の
場
合
、
各

集
落
は
リ
ベ
ロ
と
ア
ト
ラ
ク
タ
を
兼
務
し
、
ベ
ク
ト
ル
は
各
集
落
に
相
互

方
向
に
向
か
う
。
次

の
K
社
会

で
は
、
各
所
に
巨
大
墳
墓
が
造
営
さ
れ
、

そ
こ
に
広
範
な
地
域
か
ら
労
働
力
が
集
中
す
る
階
層
的
な
構
成
体
で
あ

っ

た
。
こ
の
場
合
、
ベ
ク
ト
ル
は
有
事
的
に
、
リ
ベ
ロ
た
る
諸
集
落
か
ら
ア

ト
ラ
ク
タ
た
る
造
営
地

に
向
か
う
。
更
に
新
た
な
K
K
社
会
は
、
地
域
を

大
き
く
越
え
た
広
範
囲
な
諸
集
落
全
体
か
ら
労
働
力
と
生
産
物
等
が
、
社

会
管
理
機
構
の
都
城

に
集
中
す
る
階
級
的
な
社
会
構
成
体
で
あ

っ
た
。
こ

の
場
A
口、
全
集
落
が
リ
ベ
ロ
と
し
て
固
定
さ
れ
、
全
ベ
ク
ト
ル
は
恒
常
的

に
ア
ト
ラ
ク
タ
た
る
都
城

に
集
中
す
る
。

△

、
。

○
折

Ω
ム〃

○

○

"

口

、○
○"
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第
四
節

ク
レ
ォ
ド

革

命

と

い

う

カ

タ

ス

ト

ロ
フ
は

、

単

発

的

に
勃

発

す

る

の

で

は
な

く

、

そ

の
前

後

に
、

い
く

つ
か

の
必

然

的

で
き

事

が

契

起

的

に
付

随

し

て
生

じ

る
と

考

え

ら

れ

る
。

つ
ま

り

、

複

数

個

の
カ

タ

ス

ト

ロ

フ
が

ひ
と

か

た

ま

り

に

な

っ
て
、

全

体

全

体

と

し

て
必

然

的

に
並

ん

で

い

る
。

そ

う

い

う
歴

史

の
径

筋

の

こ
と

を
、

ト

ム
は

「
ク

レ
オ

ド
」

と

名

づ

け

た

(
同

上

63

1

64
頁

)
。

こ

の
認

識

を
援

用

す

る

と

、

上

記

3

事

例

(
第

9

図

)

は
、

Y
社

会

と

し

て
安

定

し

て

い

た

ベ

ク

ト

ル
場

の
状

態

か

ら

、

K

社

会

の
状

態

を

経

て
、

K

K
社

会

と

し

て
安

定

す

る
状

態

に
移

行

す

べ
く

、

一
連

の
現

象

が

し

か

る

べ
き

ク

レ
オ

ド

に

沿

っ
て
発

生

し

た

と

理

解

で
き

る

。

第

五

節

イ

ニ
シ

ア

ル
キ

ッ
ク

∪
①
<
巴
O
b
B

①
暮

○
馬

p

。
詳
図

冒

p
⇒

p
σq
誉

巳

ε

『
巴

b
巨

5

目

p
図

げ
①

二
巳

霞

ω
8

8

註

爵

爵

①

ω
p
ヨ

Φ

胃

ぎ

。
昼

①
・

≧

夢

Φ

げ
Φ
σq
ぎ

⇒
言

σq
℃

Φ

ず

お

①

b
芭

⇒

δ

8

貯

①
ぢ

げ
○
ヨ

○
σq
8

①
8

ω

p
ω

8

冨

b
O
け
①
暮

芭

諄
蜜

h
。
同
p
σq
鼠
2

=

霞

①
』

図

ω
。
ヨ

①
。
冨

づ
8

雪

鋤
B

げ
三

8

ω

h
霞

ヨ

霞

8

8

。。

p

h
胃

白

讐

p

。。b
O
け
8

一け
●
弓
三

ω
一ω
誓

①
言

一け
芭

匹

。
犀
●
(ζ

・ζ

p
σq
o
8

げ

一
⑩
①
G。
も

・一
①
①
)

過
渡
期

に
発
生
す
る
諸
現
象
の
中
か
ら
、
い
わ
ば
根
幹
を
特
定
す
る
作
業
が
不

可
欠

で
あ
る
。
根
幹

の

「
イ

ニ
シ
ャ
ル
キ

ッ
ク
」
(
ζ
霞
ξ
p
日
p
一⑩
①ω
)

が
、

新
社
会
生
成

の
実
質
的
な
開
始
点
と
な
る
。
だ
が
、
何
を
根
幹
と
認
識
す
る
か
は

各
観
察
者

で
異
な
る
。
判
断
が
異
な
る
と
観
察
対
象

・
評
価

・
モ
デ
ル
等
は
異
な

っ

て
く
る

(例
え
ば
、
弥
生
社
会
生
成
に
お
け
る

「稲
作
農
耕
」
、
古
墳
社
会
生
成

に
お
け
る

「
巨
大
前
方
後
円
墳
造
営
」、
古
代
国
家
社
会
生
成
に
お
け
る

「
都
城

造
営
」
等
は
、
各
根
幹
と
し
て
の
共
通
認
識
と
な

っ
て
い
る
)。

こ
こ
で
は
、
諸

現
象
観
察

・
時
間
的
特
定

・
発
生
順
序
把
握

・
根
幹
抽
出

・
イ

ニ
シ
ア
ル
キ

ッ
ク

確
認
等
の
五
作
業
を
要
す
る

(第
10
図
)。

諸
変
化
現
象

諸
変
化
現
象

諸
変
化
現
象

囹

-園

-國

陶

÷
園
丁園

馬國

⇒
五
作
業

第
六
節

外
圧

・
対
応

⇒
五
作
業

⇒
五
作
業

一
般
的
な
認
識
で
は
、
第
ー
サ
イ
バ
に
よ
り
構
造
維
持
過
程
の
構
成
体
が
、
し

か
る
べ
き
外
圧
を
受
け
る
と
、
そ
れ
に
対
応
す
べ
く
根
幹
が
あ
る
方
向
に
イ
ニ
シ
ャ

ル
キ

ッ
ク
す
る
。
そ
れ
を
契
機
に

一
連
の
マ
ク
ロ
変
化
が
発
生
し
始
あ
る
。
同
時

に
第
2
サ
イ
バ
に
よ
る
構
造
変
成
過
程
に
転
換
し
、
不
安
定
で
変
化
し
や
す
い
状
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態

と

な

る

。

そ
し

て
外

圧

に
対

応

で
き

る
状

態

に

セ

ト

ル
ダ

ウ

ン
し

た

時

点

で
、

再

び

第

ー

サ
イ

バ
が

機

能

す

る
新

た
な

構

成

体

が
出

現

す

る

(
第

11

図

)
。

第

5

節

で
提

示

し

た

作

業

に
加

え

て
、

外

圧

・
イ

ニ

シ

ャ

ル
キ

ッ
ク

・
セ

ト

ル
ダ

ウ

ン

の
実

情

を

追

求

す

る

こ
と

も

重

要

な

作

業

で

あ

る
。

構
造
維
持

班
(構
造
変
成
)

難

維
持

班
(横
旭
変
成
)

難

維
持

班
(難

変
成
)

難

維
持

国
薗
薗
園
薗
薗
薗

イ
ニ
シ
ャ
ル
キ
。
ク

セ
ト
ル
ダ
ウ

ン

イ
ニ
シ
ャ
ル
キ
.
ク

セ
ト
ル
ダ

ウ
ン

イ
ニ
シ
ャ
ル
キ
ック

セ
ト
ル
ダ

ウ
ン

第
三
章

社
会
構
造
変
成
過
程

第

一
節

基
本
枠
組

社
会
構
造
変
成
は
、
A
点
l
A
過
程
l
B
点

ー
B
過
程
ー
C
点
を
経
過
し
実
現

す
る

(第
13
図
)。
開
始
A
点
は
、
根
幹

の
イ
ニ
シ
ア
ル
キ

ッ
ク
を
考
古
学
的

に

認
定
し
決
定
す
る
。
過
程
全
体
は
、
先
行
社
会

の
解
体
A
現
象
が
顕
著
な
前
半
期

(A
l
B
点
)
と
、
後
出
社
会
の
形
成
B
現
象
が
顕
著
な
後
半
期

(
B
l
C
点
)

に
区
分
で
き
る
。
途
中
に
両
者
の
比
重
が
逆
転
す
る
中
間
B
点
が
存
在
す
る
。
終

了
C
点
は
、
後
出
社
会
の
構
造
維
持
の
根
幹

の
セ
ト
ル
ダ
ウ
ン
を
認
定
し
決
定
す

る
。

A
点

園

B
点

C
点

}

↓

一 一⊥

印j

半
『 期
A
1 変

一 B 成
変 期
成一
後
半

一 期

一
↓
i

0

1
⊥

り
乙

Q
U

4

〔
0

瓜
U

A
-
B

l
C

A

l
B

I
C

圏
A
l
B
-
C

園
7【

↓圓
丁国
-團

肉
÷
】

1

●
2

●
3

●
4

●
5

●
6

第
二
節

時
間
目
盛

1

●
2

●
3

●
4

●
5

●
6

1

●
2

●
3

●
4

●
5

●
6

考
古
学

一
般
で
は
、
時
間
目
盛
に
土
器

・
石
器
等
の
編
年
区
分
を
用
い
る
。
各

変
成
過
程
毎
に
、
変
成
全
体
様
式

・
同
前
半
期
様
式

・
同
後
半
期
様
式
の
3
大
目

盛
、
と
前
半
3
段
階
+
後
半
3
段
階
11
計
6
段
階
の
6
小
目
盛
を
設
定
す
る
の
が

合
理
的
で
あ
ろ
う

(第
13
図
)
。

第
三
節

時
間
概
念

各
点

・
各
現
象
の
時
間
的
位
置
は
、
相
対
法

・
絶
対
法

・
暦
年
法
三
者
で
把
握

す
べ
き
で
あ
る
。
相
対
法
は
編
年

で
型
式
学
的
位
置
、
絶
対
法
は
科
学
的
算
出
で

時
間
的
位
置
、
暦
年
法
は
碑
文
等

で
暦
年
代
を
導
く
。
世
間

一
般
に
は
、
三
者
が

一60一



一
致

・
整
合
す
る
と
の
錯
覚
が
あ
る
。
だ
が
、
例
え
ば
縄
文
時
代
の
始
ま
り
を
、

紀
元
前
二
五
〇
〇
年
頃

(山
内
清
男
)
、
紀
元
前
八
〇
〇
〇
年
頃

(
水
野
清

一
・

小
林
行
雄
)、
紀
元
前

一
〇
〇
〇
〇
年
頃

(日
本
史
の
教
科
書
)、
前
者
よ
り
三
〇

〇
〇
年
程
度
を
減
じ
て
補
正

(年
輪
年
代
)
等
の
見
解
が
あ
り
、
同
じ
現
象
に
対

し
て
も
年
代
観
は
大
き
く
異
な
る
。
考
古
学
で
は
、
型
式
学
的
位
置
が
基
本
と
な

る
。(実

例
1
)

園↑
開
始
A
点

KK-K変 成↑
終

了
C
点

 

園

大
規
模
な
前
方
後
円
墳

の
造
営
終
了

(
ネ
ガ

デ
ィ
プ

A
過
程
)

中

間
B
点

「
大
化

の
薄
葬
令
」

(
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
B
過
程
)

本

格
的
な
都
城
造
営

(実
例
2
)

第
4
様
式
末

布
留
式
初
頭

團
国
-
『園

-
國

西
暦
五
〇
年
頃

西
暦
三
〇
〇
年
頃

「

約
二
五
。
年
間
」

贈蝦
丁

(
実

例

3
)

国↑
開
始

A
点

Y-K変 成

 

↑
終
了
C
点

園

4
様
式
末

1

5
様

式

(古
)

2

(中
)

3

(新
)

中
間

B
点

4

6
様
式

(古
)

5

(中
)

6

(新
)

布
留
式
初
頭

第
四
節

現
象
識
別

1

5
様

式

1

5
様

式

1

5
様

式

(
口
唇
部
拡
張
)

(長
頸
壷

・
器
台
欠
落
)

ー
伝
統
的

5
様
式

-
伝

5
様
式

+
庄
内
式

ー
伝

5
様
式

+
庄
内
式

+
布
留
式
傾
向

西
暦
五
〇
年
頃

(一。五
〇
年
間
程
度
)

西
暦
一.一〇
〇
年
頃

社
会
変
成
は
、
先
行
社
会
の
解
体
過
程
と
後
出
社
会
の
生
成
過
程
が
表
裏

一
体

(変
成
過
程
)

で
進
行
す
る
。
そ
れ
故
、
観
察
者
の
眼
に
は
、
先
行
社
会

の
解
体

A
現
象
と
後
出
社
会
の
生
成
B
現
象
等
が
混
在
し
た
状
態
で
発
生
す
る
。
従

っ
て
、

そ
の
識
別
が
必
要
と
な
る
。
時
間
経
過
の
点

で
は
、
理
屈
上
、
変
成
過
程
の
前
半

期
に
は
A
現
象
、
同
後
半
期
に
は
B
現
象
が
顕
在
で
あ
る
。
別
に
、
前
後
の
脈
絡

に
そ
ぐ
わ
な
い
特
異
C
現
象

(外
圧

の
対
応
現
象
)
も
発
生
す
る

(第
12
図
)
。
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A現 象

t

ネガティブ

⊥」_
A-一 國

C現 象

t

アフノーマル

B現 象

t

ポジティブ

解体過程

團

1
ロ ロ

コ ロ

・ 混 在 ・
コ コ

コ コ

t

識 別

t

観 察

t

観察マニュアル

お
わ

り
に

以
上
、
社
会
変
化

一
般
を
考
古
学
的

に
研
究
す
る
立
場
か
ら
、
特
に
社
会

の

「構
造
変
成
過
程
」
(過
渡
期

・
激
動
の
時
代
)
に
発
生
す
る
諸
現
象
を
い
か
に
観

察
す
る
か
の
視
点
を
提
示
き
た
。
極
め
て
荒
削
り
で
あ

っ
た
が
、
有
効
な
諸
点
も

含
ま
れ
て
い
よ
う
。
先
学
諸
氏
の
御
批
判
を
受
け
や
す
く
論
議
を
構
成
し
て
い
る
。

御
批
判
を
願
う
次
第
で
あ
る
。
多
く
を
学
び
え
た
先
学
に
感
謝
す
る
。
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第

五
節

A

・
B

・
C

現

象

解

体

A

現
象

は

、

「
解

体

・
衰

退

・
減

少

・
退

化

・
縮

小

・
形
骸

化

・
無
用

化

・

小

形

化

・
失

速

・
廃

絶

・
廃

止

・
消

滅

」
等

と
評

価
す

べ
き
、

先
細

り

1ー
ネ
ガ

テ

ィ

ブ

現

象

で
あ

る
。

生

成

B

現

象

は

、

「
出

現

・
発

生

・
開

始

・
誕

生

・
形

成

・
繁

栄

・
増

加

・
増

大

・
強

化

・
成

長

・
進

化

・
拡

大

・

一
般

化

」
等

と
評

価
す

べ
き

、

先

太

り

1ー
ポ

ジ

テ

ィ
ブ

現

象

で
あ

る

。

特

異

C

現

象

は
、

「
特

異

・
異

常

・
突

発

的

・
逸

脱

・
逆

流

・
ジ

グ

ザ

グ

・
不

思

議

・
方

向

転

換

・
中

断

・
怪

奇

・
意

味

不

明

・
変

異
」

等

と

評

価

す

べ
き

、

異

状

1ー

ア
ブ

ノ

ー

マ
ル
現

象

で
あ

る
。


